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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、DNA結合タンパク質のロイシンジッパーファミリーに属する転写因子をコードしています。このタンパク質はcAMP応答配列に結合し、細胞増殖を制御します。このタンパク質は宿主細胞因子C1と相互作用し、宿主細胞因子C1は単純ヘルペスウイルス（HSV）前初期遺伝子の転写を誘導するタンパク質VP16とも会合します。このタンパク質とVP16は共に宿主細胞因子C1の同じ部位に結合します。このタンパク質と宿主細胞因子C1の相互作用は、HSV感染時の潜伏期の確立に関与していると考えられています。このタンパク質は、白血球遊走、腫瘍抑制、および小胞体ストレス関連タンパク質の分解にも関与しています。追加の転写バリアントが同定されていますが、それらの生物学的妥当性は決定されていません。[RefSeq提供、2009年11月],機能：膜内タンパク質分解（RIP）により活性化される転写因子は、多くのウイルスおよび細胞のプロモーターに存在する配列であるcAMP応答エレメント（CRE）（コンセンサス：5'-GTGACGT[AG][AG]-3'）に結合します。HCFC1に結合し、コアクチベーターとしてHCFC1を必要とします。HCFC1-CREB3複合体がCREBZFと結合すると、活性と発現が抑制されます。LKN-1/CCL15誘導性走化性シグナル伝達に関与します。,PTM：活性化中、細胞質転写因子ドメインを含む約40 kDaの断片がタンパク質分解によって放出されます。切断は、おそらくサイト1およびサイト2プロテアーゼによって順次行われる。,PTM：N-グリコシル化されている。,類似性：bZIPファミリーに属する。ATFサブファミリーに属する。,類似性：1つのbZIPドメインを含む。,細胞内局在：活性化されると、切断されたN末端細胞質ドメインは核に移行する。,サブユニット：CCR1と相互作用する。HCFC1と相互作用し、HCFC1の活性化に必要である。HCFC1と結合した場合にのみCREBZFと結合する。HCVコアタンパク質と相互作用する。,組織特異性：普遍的。,
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	1:2000希釈のCREB3ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

